[image: image1.png]A fabrinet Company



           福建華科光電有限公司                                 

福建華科光電有限公司の衝突鉱物政策

近年、国際社会はコンゴ民主共和国とその近隣諸国が採掘する「紛争鉱物」（スズ、タンタル、タングステン、金を含む）にますます関心を寄せています。武装集団がコンゴ民主共和国とその近隣諸国で採掘作業に従事し、紛争鉱物の販売収入を利用して地域の紛争を支援し、労働者と先住民の人権を著しく侵害しています。

これらの悪用行為に対して、米国議会は立法を公布し、一部の企業に紛争鉱物の使用状況を公に開示するよう要求した。2012年8月、米国証券取引委員会（SEC）は最終規則を可決し、「紛争鉱物」を含む製品を製造または請け負った上場企業に、このような鉱物の原産地、供給源及び管理チェーンについてデューデリジェンス調査を行い、このような調査結果を特別に開示することを要求した。

華科は紛争鉱物に関する人権と環境問題を理解し、重視し、当社の製品に含まれるタンタル、スズ、タングステン、金が直接的または間接的にコンゴ民主共和国または近隣諸国の武装団体に財政支援または利益を提供することを避けることを目的とした方針を策定します。

この方針を支持するために、当社は以下のことを実施します：
一.人権、誠実、環境責任を尊重するという共通の価値観を持つ会社から部品と材料を調達することに力を注いでいます。

二.OECD『紛争の影響と高リスク地域の鉱物責任サプライチェーンデューデリジェンスガイドライン』及び『ドッド・フランク法案』第1502節の適用要件を遵守する。当社のサプライヤーに対し、その調達製品に使用されている鉱物製品の出所追跡と責任ある鉱物デューデリジェンス調査を行い、顧客にデューデリジェンス情報を提供し、サプライチェーン政策と指導要件を確実に満たすように要求します。
三. 当社が調達する製品の中に、「無紛争」とみなされない紛争鉱物が使用されていることを発見した場合、関連するサプライヤーにプロセスを実施し、適切な行動を取って、このような製品を「衝突なし」状態に変えるよう要求します。この期待に合わないサプライヤーとの協力関係を終了します。
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